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市史編さんはどう取り組むのか 芳川原浄水場の業務委託
　　資格要件緩和はおかしいのでは

編さん体制を整え
　　　　　　基本方針を策定する

水道の安定供給を最大の目的とし
　　　　　　　万が一に備え判断

問　市史編さんはどのように取り組むのか。
答　令和５年度は、スポーツ・生涯学習課に専
任の職員を配置するほか、庁内に市史編さん委
員会を設置し、市民を含む有識者からのご意見
を頂いた上で、具体的な内容や事業期間と市史
編さんに係る基本方針を策定することとしてい
ます。

問　学校給食費の無償化を多くの自治体で進め
ているが、無償化する考えはないか。
答　経済的理由で就学が困難な児童生徒の給食
費は既に無償化していますが、その他の児童生
徒の給食費は、よりよい教育環境の整備のため、
今後も多額の費用が見込まれていることから、
現在のところ無償化は考えていません。
問　経済的理由で就学が困難な児童生徒へ制度
の周知はしているのか。
答　毎年学校を通じて保護者に申請の仕方等を
周知しており、新入学生には１日入学の際に申
請用紙を配付しています。

問　（仮称）惣辺奥瀬風力発電事業は、大事な
市民と次世代に残すべきものを原点に返って考
え、市が率先して反対するべきではないかと考
える。事業中止を求めることを希望するが、市
の見解は。
答　市は風力発電事業への許認可の権限を有し
ていないことから、可否を判断する立場にあり
ません。事業者において意見交換の場などを通
じて計画の見直しを行いながら、環境影響評価
法による環境影響評価準備書の作成を進めてい
る状況にあることから、現時点では市として事
業の賛否を判断する段階にはないものと考えて
います。

問　芳川原浄水場の令和５年度維持管理業務委
託における仕様書の資格要件の変更内容は。
答　令和４年度の状況等を踏まえ、総括責任者
の資格要件をこれまでの水道浄水施設管理技士
２級以上に加え、新たに技術士かつ、ろ過処理
施設の運転・維持管理業務実務経験１年以上、
または水道浄水施設管理技士３級かつ、ろ過処
理施設の運転・維持管理業務実務経験３年以上
を追加しました。
問　令和５年度の入札において指名業者10社
のうち８社の辞退は有資格者の不在が原因だと
思うが、どういうふうに考えるのか。
答　業者の判断で入札に参加しているため、内
容については分かりません。
問　水道浄水施設管理技士２級以上の有資格者
が市内にいる中で、資格要件を緩和したことは
おかしいのではないか。十和田市の水を適切に
維持していけるのか。
答　水道の安定供給が最大の目的と捉えると、
非常に少ない資格を要件として、万が一何かの
都合で業務が続けられない場合のリスクを考え、
技術的な部分での実務経験を担保したうえで業
務に支障のない範囲で資格を緩和し、浄水場を
維持管理できるものと判断しました。

問　現代美術館を市で管理し、退職者たちに従
事させるような考えを提言したい。指定管理上
の収入と支出の過去５年間の実績は。
答　下表のとおり。

年度 収入合計額 支出合計額
令和３年 1億1,100万円 1億1,200万円
令和２年 9,920万円 1億  700万円
令和元年 1億3,590万円 1億2,950万円
平成30年 1億2,790万円 1億2,040万円
平成29年 1億1,620万円 1億2,160万円
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